
教育出版　2023年９月

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

アイウ Ｂ：校内にある文字が読めるように
なっている。
書写で学習したことを理解して書いて
いる。

Ｂ：書写で文字の書き方について学習
したことを振り返り、考えている。

Ｂ：１年生で学んだことを生かして、
文字や書写学習に対する関心を高めて
いる。

Ａ：校内にあるほとんどの文字が読め
るようになっている。
書写で学習したことをよく理解して書
いている。

Ａ：書写で文字の書き方について学習
したことを振り返り、考えている。

Ａ：１年生で学んだことを生かして、
文字や書写学習に対して常に意欲的に
学ぼうとしている。

支援：校内の文字をあらかじめ写真に
撮影し、教室の電子黒板に投影し、児
童の理解を促す。

支援：水書用筆の動画を活用し、水書
用筆の使い方や練習方法を思い出せる
ようにする。

支援：書写の授業以外でも、気をつけ
るように声がけをする。

もくじ
二年生で 学しゅうす
る こと

アイウ

Ａ：よい姿勢・鉛筆の持ち方で書くこ
とを理解している。
よい姿勢・鉛筆の持ち方で、点画の書
き方をよく理解して書いている。
学習の進め方を、よく理解している。

Ａ：自分の姿勢・鉛筆の持ち方の良し
あしを考えている。
点画の書き方について、運筆方法をよ
く考えている。
学習の進め方について、流れをよく考
えている。

Ａ：常に、よい姿勢・鉛筆の持ち方で
書こうとする意識をもっている。
ふだんの書く場面でも、点画の書き方
に気をつけて書く意識をもっている。

支援：よい姿勢・鉛筆の持ち方で書く
ことの大切さについて理解を促し、ポ
イントを具体的に説明する。
点画の書き方について、「すうっ」
「ぴたっ」などの声がけをしながら一
緒に運筆の動作をする。
学習の進め方を常に確認できるよう
に、各手順を黒板に貼っておく。

支援：どこを正すと姿勢･鉛筆の持ち
方がよくなるかを、基準に照らして説
明する。
止めるところ、筆圧をかけるところな
どに焦点化して説明する。
なぜ試し書きをするのか具体的に説明
する。

支援：よい姿勢・鉛筆の持ち方で書く
ことができるように意識づける。
書写の授業以外でも気をつけるように
呼びかける。

アイウ Ｂ：「はらい」の方向について理解し
ている。
「はらい」の方向に気をつけて書いて
いる。

Ｂ：払う方向の違いについて考えてい
る。

Ｂ：他の文字でも、片仮名の字形に気
をつけて書こうとしている。

Ａ：「はらい」の方向の違いを、よく
理解している。

Ａ：払う方向の違いについて、よく考
えている。

Ａ：片仮名の終筆と送筆に気をつけ
て、積極的に書こうとしている。

支援：自分が書きにくい文字につい
て、正しい書き方と比べてみることが
できるようにする。

支援：教科書のイラストなどを使っ
て、払う方向の違いが確かめられるよ
うにする。

支援：教科書のイラストなどを使っ
て、片仮名の言葉を書く活動に関心を
もつようはたらきかける。

アイウ Ｂ：書き順の原則を理解している。書
き順の原則に従って、正しく書いてい
る。

Ｂ：書き順の原則について考えてい
る。

Ｂ：他の文字でも、書き順の原則に気
をつけて書こうとする意識をもってい
る。

Ａ：それぞれの文字の書き順の違いに
ついて、よく理解している。
書き順の原則に従って、字形を整えて
書いている。

Ａ：書き順の原則や字形について、よ
く考えている。

Ａ：常に書き順の原則に気をつけて、
字形を整えて書こうとする意識をもっ
ている。

支援：教科書の脚注や巻末漢字表など
を使って、正しい書き順について理解
を促す。
書き順を声に出しながら書けるように
する。

支援：色分け文字などを使って、正し
い書き順が確かめられるようにする。

支援：書き順を色分けした文字などを
使って、書き順に原則があることに気
づくようにはたらきかける。

アイウ Ｂ：「はらい」「おれ」「まがり」
「そり」「点や 画」の方向の違いに
ついて理解している。
「はらい」「おれ」「まがり」「そ
り」「点や 画」の方向に気をつけ
て、正しく書いている。

Ｂ：「はらい」「おれ」「まがり」
「そり」「点や 画」の方向の違いつ
いて考えている。

Ｂ：「はらい」「おれ」「まがり」
「そり」「点や 画」の方向に気をつ
けて書こうとしている。
他の文字でも画の方向に気をつけて書
こうとする意識をもっている。

Ａ：「はらい」「おれ」「まがり」
「そり」「点や 画」の方向の違いに
ついて、よく理解している。
「はらい」「おれ」「まがり」「そ
り」「点や 画」の方向に気をつけ
て、字形を整えて書いている｡

Ａ：「はらい」「おれ」「まがり」
「そり」「点や 画」の方向の違いつ
いて、よく考えている。

Ａ：「はらい」「おれ」「まがり」
「そり」「点や 画」の方向に気をつ
けて、積極的に書こうとしている。
常に、画の方向の違いに気をつけて書
こうとする意識をもっている。

支援：水書用紙などを使って、画の方
向の違いを比べてみることができるよ
うにする。

支援：拡大文字などを使って、画の方
向の違いについて確かめられるように
する。

支援：教科書の図版を使って、画の方
向について関心を高めるよう促す｡
他の文字でも、画の方向の違いがある
ことに気づくようにはたらきかける。
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３

２　かたかなの 学
しゅう

画の 方こう

○書き順の原則（横画から
書く、長い縦画から書く）
を理解することができる。
○書き順に従い、文字を正
しく書くことができる。
○似ている部分のある文字
を、書き順に従い、正しく
書くことができる。

○『マ』『ア』『ワ』『ク』
『ソ』『ツ』『ン』『シ』を
空書してから、鉛筆で試書す
る。
○試書と教材文字を比べて、
「画の方向」や「はらいの方
向」の違いを話し合う。
○「点」や「はらい」の方向
の違いに気をつけて、鉛筆や
水書用紙を使って練習する。
○まとめ書きをして、試書と
比べて発表し合う。
○『ス』『ヌ』と『コ』
『ユ』のを比べて、「画の接
し方」の違いを話し合う。
○促音・拗音を書く位置や、
音引・濁点・半濁点の書き方
を確かめる。
○片仮名で書く言葉を探し
て、画の方向に気をつけて書
く。

Ｂ：よい姿勢・鉛筆の持ち方について
考えている。
点画の書き方について運筆方法を考え
ている。
学習の進め方について、流れを考えて
いる。

Ｂ：ふだんの書く場面でも、よい姿勢
やよい持ち方で書こうとする意識を
もっている。
他の文字を書く場面でも、点画の書き
方に気をつけて書く意識をもってい
る。

○「よい　しせいの　合いこ
とば」「えんぴつの　もち方
の　合いことば」の唱え歌で
姿勢と持ち方を確かめる。
○教科書を見て「学しゅうの
すすめ方」を理解する。
○「しょしゃの　体そう」に
袋文字で例示されている文字
を空書したり、水書用紙に書
いてみたりする。
○よい姿勢と鉛筆の持ち方
で、硬筆で例示されている文
字を練習する。

○『人』『大』『月』『千』
を空書してから、鉛筆で試書
する。
○試書と教材文字を比べて、
「左はらいの方向」の違いを
話し合う。
○『自分』『星空』『えい
画』『見学』を空書きしてか
ら鉛筆で試書し、教材文字と
比べて話し合う。
○画の方向の違いに気をつけ
て、鉛筆や水書用紙を使って
練習する。
○まとめ書きをして、試書と
比べて発表し合う。
○学習した文字を使った言葉
を書く。

Ｂ：よい姿勢・鉛筆の持ち方がわかっ
ている。
よい姿勢・鉛筆の持ち方で、点画の書
き方を理解して書いている。
学習の進め方を理解している。

５月
（３時
間）

３

令和6年度版『小学　しょしゃ　二年』年間学習指導計画・評価計画資料(案）　「支援」は、「Ｂ」に至らない児童に対する支援・援助の方法例。  

もっと もっと、書き
たいね！書いて、つ
たえたいね！

２

○書写学習を通じ、文字や
書写学習に対する関心を高
めることができる。

○片仮名の画の方向の違い
を理解することができる。
○片仮名の画の方向の違い
に気をつけて、正しく書く
ことができる。
○促音、長音、濁音、半濁
音の書き方と書く位置を確
かめて書くことができる。

時数

1

○１年時の書写学習を振り返
る。
〇水書用筆の使い方や練習方
法を確認する。
〇教科書の写真を見て、書写
で学習することは、どのよう
な場面に生かせるのか考え
る。

４月
（２時
間）

６・
７月
（５時
間）

②画の 方こう

文字を くらべて 話
し合おう

評　価　規　準
頁 教材名 学習活動

12・13

学習指導要領
の内容

○「はらい」「おれ」「ま
がり」「そり」「点や
画」の方向の違いを理解す
ることができる。
○「はらい」「おれ」「ま
がり」「そり」「点や
画」の方向に気をつけて、
正しく書くことができる。

学習指導のねらい

１　はじめの 学しゅ
う

①文字を 書く しせ
い
②えんぴつの もち方
③学しゅうの すすめ
方
④しょしゃの 体そう

○１年生の書写学習で身に
つけたよい姿勢・鉛筆の持
ち方、学習の進め方を確認
することができる。

1

〇『十』『上』『土』『点』
の書き順を声に出しながら空
書する。
〇『十』『上』『土』『点』
を鉛筆で試書する。
○試書と教材文字を比べて、
「書き順の原則」について話
し合う。
○正しい書き順で書く利点を
確かめる。
○『中』『月』の原則を確か
めながら練習する。
〇これまでに学習した文字に
ついても、書き順の原則にあ
てはめて書く。

14・15

３　かん字の 学しゅ
う

①書きじゅん

16～19

指導月

2～11

表紙裏
①・１

1 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
時数

評　価　規　準
頁 教材名 学習活動

学習指導要領
の内容

学習指導のねらい指導月

Ｂ：画の長さの違いについて理解して
いる。
画の長さに気をつけて書いている。
画と画との間のとり方について理解し
ている。
画と画との間のとり方に気をつけて書
いている。

Ｂ：画の長さの違いについて考えてい
る。
画と画との間のとり方について考えて
いる。

Ｂ：他の文字でも画の長さに気をつけ
て書こうとする意識をもっている。
他の文字でも画と画との間のとり方に
気をつけて書こうとする意識をもって
いる。

Ａ：画の長さの違いについて、よく理
解している。
画の長さに気をつけて、字形を整えて
書いている｡
画と画との間のとり方について、よく
理解している。
画と画との間のとり方に気をつけて、
字形を整えて書いている｡

Ａ：画の長さの違いについて、よく考
えている。
画と画との間のとり方について、よく
考えている。

Ａ：常に画の長さの違いに気をつけて
書こうとする意識をもっている。
常に画と画との間のとり方に気をつけ
て書こうとする意識をもっている。

支援：拡大文字などを使って、画の長
さや画と画との間のとり方を比べてみ
ることができるようにする。
どの画を長く書くのかを具体的に説明
する｡
画と画との間のとり方について、具体
的に説明する。

支援：拡大文字などを使って、画の長
さや画と画との間のとり方について確
かめられるようにする。

支援：学習した以外の文字でも、画の
長さ、画と画との間のとり方に気をつ
けて書くよう、仲間の漢字を示して意
識づける。

Ｂ：画のつき方と交わり方について理
解している。
画のつき方と交わり方に気をつけて書
いている。

Ｂ：画のつき方と交わり方について考
えている。

Ｂ：他の文字でも、画のつき方と交わ
り方に気をつけて書こうとする意識を
もっている。

Ａ：画のつき方と交わり方について、
よく理解している。
正しい画のつき方と交わり方で、字形
を整えて書いている。

Ａ：画のつき方と交わり方について、
よく考えている。

Ａ：常に画のつき方と交わり方に気を
つけて書こうとする意識をもってい
る。

支援：拡大文字などを使って、画と画
とがつくところ・交わるところや、画
のつき方と交わり方を具体的に説明す
る。
教科書の図版を参照しながら、画のつ
き方と交わり方について確かめられる
ようにする。

支援：拡大文字などを使って、画のつ
き方と交わり方が確かめられるように
する。

支援：拡大文字などを使って、画のつ
き方と交わり方に気づくようにはたら
きかける。
学習した以外の文字でも、画のつき方
と交わり方に気をつけて書くよう、仲
間の漢字を示して意識づける。

Ｂ：文字の中心について理解してい
る。
文字の中心に気をつけて、正しく書い
ている。

Ｂ：文字の中心について考えている。 Ｂ：文字の中心に気をつけて書いてい
る。
他の書写場面でも、文字の中心に気を
つけて書こうとする意識をもってい
る。

Ａ：文字の中心について、よく理解し
ている。
文字の中心に気をつけて、字形を整え
て書いている。

Ａ：文字の中心について、よく考えて
いる。

Ａ：文字の中心に気をつけて、字形を
整えて書いている。
常に文字の中心に気をつけて書こうと
する意識をもっている。

支援：文字の中心がわかりやすい文字
を例にあげて理解を促す。
中心線があるます目に書くことで、自
分の書いた文字について中心を確かめ
られるようにする。

支援：拡大文字などを使って、文字の
中心にあたる部分について確かめられ
るようにする。

支援：フェルトペンの文字や拡大文字
などを使って、文字の中心になる部分
を指でなぞるようにする。
書写の授業以外でも、文字の中心に気
をつけて書くよう意識づける。

Ｂ：横書きの書き方を理解して書いて
いる。

Ｂ：縦書きの書き方との違いについて
考えている。

Ｂ：横書きの書き方について知り、学
習への意欲をもっている。他の言葉で
も、横書きの書き方に気をつけて書こ
うとする意識をもっている。

Ａ：横書きの書き方を、よく理解して
書いている。

Ａ：縦書きの書き方との違いについ
て、よく考えている。

Ａ：横書きの書き方について知り、積
極的に学習に取り組もうとしている。
常に横書きの書き方に気をつけて書こ
うとする意識をもっている。

支援：数字の書き方についても、誤り
やすい例をあげながら、正しい字形を
確かめられるようにする。
十字線を入れたます目用紙を使って、
正しい位置を確かめられるようにす
る。

支援：教科書を参照して、横書きの場
合の拗音、促音などの正しい位置が確
かめられるようにする。

支援：拗音、促音、句読点は、ます目
の中のどの位置に書くのか、確かめら
れるようにする。
学習した以外の文字でも、横書きの書
き方に気をつけて書く意識をもつこと
ができる。

３

1

【レッツ・トライ】
②よこ書きの 書き方
―算数の ノート

アイウ

○『山』『青』『生』『出』
『名』を空書してから、鉛筆
で試書する。
○試書と教材文字を比べて
「画の 長さ」の違いを話し
合う。
○画の長さに気をつけて、
『山』『青』『生』『出』
『名』を鉛筆や水書用紙を
使って練習する。
○まとめ書きをして、試書と
比べて発表し合う。
○『貝』『春』『思』『形』
を空書してから、鉛筆で試書
する。
○試書と教材文字を比べて、
「画と 画との 間の とり
方」について話し合う。
○画と画との間のあけ方に気
をつけて『春』『思』『形』
を練習する。
○まとめ書きをして、試書と
比べて発表し合う。
○学習した文字を使った言葉
を書く。

アイウ

アイウ

22・23

○『水』『光』を空書してか
ら、鉛筆で試書する。
○『水』『光』の中心をなぞ
り、文字の中心を理解する。
○文字の中心に気をつけて練
習する。
○まとめ書きをして、試書と
比べて発表し合う。
○文字の中心に気をつけて、
学習した文字を使った言葉や
教科書の文章を書く。
○これまで学習したことを確
認してから教材文字を書く。

アイウ

○画のつき方と交わり方を
理解することができる。

○画のつき方と交わり方に
気をつけて、正しく書くこ
とができる。

○『作』『文』を空書してか
ら、鉛筆で試書する。
○試書と教材文字を比べて
「画の つき方」「画の 交わ
り方」の違いを話し合う。
○画のつき方と交わり方を理
解する。
○画のつき方と交わり方に気
をつけて練習する。
○まとめ書きをして、試書と
比べて発表し合う。
○学習した文字を使った言葉
を書く。

○文字の中心（縦画が中心
にある文字、書き出しが中
心の文字など）を理解する
ことができる。

○文字の中心に気をつけ
て、正しく書くことができ
る。

○学習したことを生かし
て、字形を整えて丁寧に書
くことができる。

〇横書きの書き方や、数字
の書き順と字形に気をつけ
て書くことができる。

〇他教科の学習や日常生活
のなかで、横書きの書き方
に気をつけて書こうとする
意欲をもつことができる。

26

⑤文字の 中心

④画の つき方と 交
わり方

24・25

10・
11月
（３時
間）

２

○画の長さの違いと、画と
画との間のとり方を理解す
ることができる。

○画の長さの違いと、画と
画との間のとり方に気をつ
けて、正しく書くことがで
きる。

○教科書の挿絵を利用して、
横書きにする場合、拗音、促
音、句読点は「３のへや」に
書くことを確かめる。
○書く位置に気をつけて、教
科書の文と数字を書く。

③画の 長さ、 画と
画との 間

３

９・
10月
（６時
間）

20・21

2 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
時数

評　価　規　準
頁 教材名 学習活動

学習指導要領
の内容

学習指導のねらい指導月

アイウ Ｂ：年賀状の書き方について理解して
いる。
年賀状の書き方を理解して書いてい
る。
字形や中心について理解している。
字形や中心に気をつけて書いている。

Ｂ：年賀状の書き方について考えてい
る。
字形や中心について考えている。

Ｂ：年賀状を書く活動に、積極的に取
り組もうとしている。
字形や中心に気をつけて書こうとして
いる。
書写の授業以外でも、字形や中心に気
をつけて書こうとする意識をもってい
る。

Ａ：年賀状の書き方について、よく理
解している。
字形や中心について、よく理解してい
る。
年賀状の書き方をよく理解して書いて
いる。
中心に気をつけて、字形を整えて書い
ている。

Ａ：年賀状の書き方について、よく考
えている。
字形や中心について、よく考えてい
る。

Ａ：年賀状を書く活動に、すすんで取
り組もうとしている。
中心に気をつけて、字形を整えて丁寧
に書こうとしている。
常に書写の授業以外でも、字形や中心
に気をつけて書こうとする意識をもっ
ている。

支援：相手に確実に届けるために正確
に書くことを助言する。
行の中心が揃えにくい場合は、鉛筆で
中心線を薄く書き、後で消すようには
たらきかける。

支援：教科書の教材を参照しながら、
はがきの基本的な書き方について確認
できるようにする。

支援：これまで学習してきた、字形と
中心に気をつけて取り組むようはたら
きかける。
ふだんの生活の中でも気をつけて書く
よう意識づける。

アイウ Ｂ：書き出しの位置や、句読点を書く
位置、字形や文字の中心について理解
している。
書き出しの位置や、句読点を書く位置
に気をつけて正しく書いている。
字形や文字の中心に気をつけて正しく
書いている。

Ｂ：書き出しの位置や、句読点を書く
位置について考えている。
字形や文字の中心について考えてい
る。

Ｂ：書きぞめに対して、意欲的に取り
組もうとしている。
字形や文字の中心に気をつけて書こう
としている。
他の文字でも書き出しの位置や、句読
点を書く位置、書き順や字形に気をつ
けて書こうとする意識をもっている。

Ａ：書き出しの位置や、句読点を書く
位置、字形や文字の中心について、よ
く理解している。
書き出しの位置や、句読点を書く位置
を正しく書いている。
文字の中心に気をつけて、字形を整え
て書いている。

Ａ：書き出しの位置や、句読点につい
て、よく考えている。
字形や文字の中心について、よく考え
ている。

Ａ：書きぞめに対して、積極的に取り
組もうとしている。
文字の中心に気をつけて、字形を整え
て書こうとしている。
常に書き出しの位置や、句読点を書く
位置、書き順や字形に気をつけて書こ
うとする意識をもっている｡

支援：自分が書いた文字について、正
しい文字と比べてみることができるよ
うにする。
今までの学習を想起しながら、字形や
文字の中心に気をつけるよう呼びかけ
る。

支援：今までに学習した内容を確かめ
られるようにする。

支援：今までの学習を想起しながら、
苦手とする部分について重点的に取り
組むようはたらきかける。
学習した以外の文字でも気をつけて書
くよう意識づける。

アイ Ｂ：文字の外形の違いについて理解し
ている。
文字の外形に気をつけて書いている。

Ｂ：文字の外形の違いについて考えて
いる。

Ｂ：文字の外形の違いに気づき、学習
への意欲をもっている。
他の文字でも文字の形に気をつけて書
こうとする意識をもっている。

Ａ：文字の外形の違いについてよく理
解ている。
文字の外形の違いに気をつけて、字形
を整えて書いている。

Ａ：文字の外形の違いについて、よく
考えている。

Ａ：文字の外形の違いに気づき、進ん
で学習に取り組んでいる。
常に文字の形の違いに気をつけて書こ
うとする意識をもっている。

支援：おおよその形を身近なものにた
とえて、どのような形かを具体的に説
明する。
外形が書いてある練習用紙の中に文字
を書き、おおよその形を確かめられる
ようにする。

支援：文字のまわりを鉛筆で囲み、お
およそどのような形になるか確かめら
れるようにする。

支援：おおよその形を身近なものにた
とえて、外形の違いが確かめられるよ
うにする。
他の文字でも、文字の形の違いがある
ことに気づくようにはたらきかける。

アイウ Ｂ：横書きのカードの書き方について
理解している。
本の紹介カードの書き方について理解
している。
字形や書き順に気をつけて書いてい
る。

Ｂ：招待状の書き方について考えてい
る。
本の紹介カードの書き方について考え
ている。

Ｂ：他の学習場面においても、相手の
ことを考えて丁寧に書く意識をもって
いる。

Ａ：横書きのカードの書き方につい
て、よく理解している。
本の紹介カードの書き方について、よ
く理解している。
字形や書き順に気をつけて、丁寧に書
いている。

Ａ：招待状の書き方について、よく考
えている。
本の紹介カードの書き方について、よ
く考えている。

Ａ：常に相手のことを考えて丁寧に書
く意識をもっている。

支援：教科書の作例を提示するなどし
て、書き方について理解を促す｡
巻末漢字表などを活用し、字形や書き
順を確かめられる。

支援：教科書の作例を提示するなどし
て、書き方について考えるよう促す｡

支援：招待状を贈りたい相手と、伝え
る内容について考えることができるよ
う、具体例をもとに促す。
他の学習場面においても、字形に気を
つけて丁寧に書くよう意識づける。

Ｂ：漢字の成り立ちについて理解して
いる。
学習した漢字について、字形に気をつ
けて書いている。

Ｂ：漢字の成り立ちについて考えてい
る。

Ｂ：漢字の成り立ちに対する興味・関
心をもって書こうとしている。
他の漢字についても、その成り立ちに
ついて関心をもっている。

Ａ：漢字の成り立ちについて、よく理
解している。
学習した漢字について、字形を整えて
書いている。

Ａ：漢字の成り立ちについて、よく考
えている。

Ａ：漢字の成り立ちに対する興味・関
心をもち、積極的に書こうとしてい
る。
他の漢字についても、その成り立ちに
ついて関心をもって調べている。

支援：漢字の成り立ちを視覚的にとら
えられるようにする。
今までの学習を生かして、丁寧に書く
ように助言する。

支援：教科書の成り立ちクイズに取り
組むなど、成り立ちについて考えるよ
う支援する。

支援：教科書の図版を拡大提示し、関
心を高める。
他の漢字についても、成り立ちについ
て関心が高まるようにはたらきかけ
る。

32・33

○招待状に書く内容を確認
し、縦書き・横書きの形式や
用紙などを選ぶ。
○姿勢や筆記具の持ち方、字
形に気をつけて書く。
○友達が書いた招待状のよさ
を見つけて、伝え合う。(招
待状)
○本の紹介カードに書く内容
をまとめる。
○姿勢や筆記具の持ち方、字
形に気をつけて書く。
○友達が書いた本の紹介カー
ドのよさを見つけて、メッ
セージを書く。(本の紹介
カード)

1 34

【知りたい 文字のせ
かい】
何の 形から できた
かん字かな

○物の形からできた漢字が
あることを知り、文字に対
する興味・関心を高めるこ
とができる。

アイウ

○年賀状の書き方を理解
し、年賀状を書こうとする
意欲をもつことができる。

○字形や文字の中心に気を
つけて、年賀状を丁寧に書
くことができる。

○教科書に提示された絵を見
て、どんな漢字ができあがる
のか予想して、話し合う。
○それぞれの文字を書くとき
の留意点（方向、長さなど）
を確認し、鉛筆で書く。
○書いたものを紹介し合い、
発表する。

○はがきの書き方を知る。
○基準に気をつけて、はがき
サイズの練習用紙に練習す
る。
○文字を書く位置や大きさに
ついて話し合う。
○学習したことを生かして、
年賀状を丁寧に書く。

○学習したことを生かし
て、筆記具や用紙を選び、
丁寧に書くことができる。

〇これまで学習したことを
生かして、書き順や字形に
気をつけて、丁寧に書くこ
とができる。

○『自』『工』を空書してか
ら、鉛筆で試書する。
○『自』『工』の文字のまわ
りの点線を鉛筆で囲み、外形
を理解する。
○文字の外形に気をつけて練
習する。
○他の文字でも外形に気をつ
けて書く。

●書きぞめ

○文字の外形の違いを理解
することができる。

○文字の外形に気をつけ
て、正しく書くことができ
る。

○句読点の書き方のきまり
を確認したり、フェルトペ
ンの持ち方を理解したりし
て、書きぞめを書こうとす
る意欲をもつことができ
る。

○鉛筆やフェルトペンを正
しく持ち、字形や文字の中
心に気をつけて、丁寧に書
くことができる。

○「お正月の できごと」の
文章を鉛筆で書く。
○段落の文頭と句読点の書き
方のきまりを確かめる。
○姿勢や鉛筆の持ち方に気を
つけて練習する。
○『元気な子』を空書してか
ら鉛筆で試書する。
○試書と教材文字を比べて
「文字の形」や「文字の中
心」について話し合う。
○フェルトペンを正しく持
ち、字形や中心に気をつけて
練習する。
○まとめ書きをして試書と比
べて自己評価する。
○他にもお正月の言葉を書
く。

【書いて つたえ合お
う】
しょうたいじょう、
本の しょうかいカー
ドを 書こう

⑥年がじょうと 書き
ぞめ
●年がじょう

３

⑦文字の　形

30・31

27

28・29

４

11・
12月
（５時
間）

２

３

１・
２月
（８時
間）
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知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
時数

評　価　規　準
頁 教材名 学習活動

学習指導要領
の内容

学習指導のねらい指導月

アイウ Ｂ：字形や書く位置について理解して
いる。
字形や書く位置に気をつけて、丁寧に
書いている。

Ｂ：今まで学習した内容について考え
ている。

Ｂ：学習したことを生かして、意欲的
に書こうとしている。
他の文章でも、書く位置に気をつけ
て、字形を整えて書こうとする意識を
もっている。

Ａ：字形や書く位置について、よく理
解している。
書く位置に気をつけて、字形を整えて
書いている。

Ａ：今まで学習した内容について、よ
く考えている。

Ａ：学習したことを生かして、積極的
に書こうとしている。
常に書く位置に気をつけて、字形を整
えて書こうとする意識をもっている。

支援：字形や書く位置について確かめ
られるようはたらきかける。
字形や書く位置について確かめられる
ようはたらきかける。

支援：今まで学習した内容を、教科書
を見ながら想起するようはたらきかけ
る。

支援：今まで学習した内容について、
グループで話し合うよう促す。
学習した以外の文章でも、書く位置に
気をつけて、字形を整えて書くよう意
識づける。

アイウ Ｂ：始筆・送筆・終筆の書き方や画の
長短・方向について理解している。
始筆・送筆・終筆などの違いによっ
て、漢字の仲間さがしをしている。

Ｂ：始筆・送筆・終筆の書き方や、画
の長短・方向について考えている。

Ｂ：始筆・送筆・終筆の書き方や、画
の長短・方向などに気をつけて確かめ
ようとしている。
他の文字でも始筆・送筆・終筆の書き
方や画の長短・方向、字形に気をつけ
ようとする意識をもっている。

Ａ：始筆・送筆・終筆の書き方や画の
長短・方向、字形について、よく理解
している。
始筆・送筆・終筆などの違いによっ
て、漢字を正しくグループ分けしてい
る。

Ａ：始筆・送筆・終筆の書き方や、画
の長短・方向、字形の良しあしを考え
ている。

Ａ：始筆・送筆・終筆の書き方や、画
の長短・方向などに気をつけて、意欲
的に書こうとしている。
常に始筆・送筆・終筆の書き方や画の
長短・方向、字形に気をつけようとす
る意識をもっている。

支援：拡大文字などを使って、始筆・
送筆・終筆の書き方や、画の長短・方
向、字形などを比べてみることができ
るようにする。
どの文字のどの部分に着目して探す
か、具体的に説明する。

支援：拡大文字などを使って、始筆・
送筆・終筆の正しい書き方や字形など
が確かめられるようにする。

支援：拡大文字などを使って、始筆・
送筆・終筆の書き方などに気をつける
よう呼びかける。
学習した以外の文字でも、気をつける
よう意識づける。

アイウ Ｂ：平仮名と片仮名の筆順や字形につ
いて理解している。

Ｂ：平仮名と片仮名の字形や筆順につ
いて考えている。

Ｂ：平仮名と片仮名の筆順や字形を確
かめている。
片仮名の言葉を探している。
他の片仮名でも筆順や字形を確かめよ
うとする意識をもっている。

Ａ：平仮名と片仮名の筆順や字形につ
いて、よく理解している。

Ａ：平仮名と片仮名の字形や筆順につ
いて、よく考えている。

Ａ：平仮名と片仮名の筆順や字形を、
積極的に確かめている。
片仮名の言葉を、積極的に探してい
る。
常に筆順や字形を確かめて、丁寧に書
こうとする意識をもっている。

支援：ふだん、字形が整えにくい文字
に関して、教科書を見ながら確認でき
るようにする。

支援：間違えやすい字形について、重
点的に確かめられるように呼びかけ
る。

支援：間違えやすい筆順について、重
点的に確かめられるように呼びかけ
る。
書写の授業以外でも、常に気をつける
よう意識づける。

Ｂ：３年生で学習する毛筆学習につい
て、説明をよく聞いている。

Ａ：３年生で学習する毛筆学習につい
て、説明をよく聞き、質問をしてい
る。

支援：筆記具の違いに気づくよう、書
き比べて確かめられるようにする。

〇３年生から始まる毛筆学
習について、関心を高める
ことができる。

41

○「ふりかえって みよう」
を見て、学習したことを確か
める。
○字形に気をつけて時間割り
を書く。
○行頭や句読点の位置に気を
つけて、『かさこじぞう』の
一部を書く。

37～39

40

〇３年生の教科書を用意し
て、これから行う毛筆学習に
ついて、用具の説明などを行
う。
〇班で１セット程度、毛筆用
具が準備できれば、筆で自由
な線を書く活動を行う。

アイウ【はってん】
三年生から 毛ひつの
学しゅうが はじまる
よ。

○「ひらがなの　ひょう」
「かたかなの　ひょう」を見
て、書き順や字形を確かめ
る。
○長音、拗音、促音、句読
点、「かぎ」の書くきまりを
確かめる。
○教科書のイラストを参考に
しながら、片仮名の言葉を探
して書く。

○１年間の書写学習を振り
返り、学習した内容を確認
することができる。

○学習したことを生かし
て、時間割りの文字を正し
く書くことができる。

○字形や書く位置に気をつ
けて、丁寧に書くことがで
きる。

○書き順のきまりと、字形の
整え方を確かめる。
○漢字の表から探した漢字に
ついて、画の方向、画の長
短、画間、画のつき方と交わ
り方、文字の中心、外形に気
をつけて練習する。
○学習した漢字を使って言葉
を書く。

【かん字の ひょう】
二年生で 学しゅうす
る かん字

一年生で 学しゅうし
た かん字

○平仮名・片仮名の書き順
や字形、拗音、促音、長音
などの書くきまりを確認す
ることができる。

○平仮名・片仮名の言葉を
探す活動に、意欲的に取り
組むことができる。

○２年生で学習した内容
（書き順、画の方向、画の
長さ、画と画との間、画の
つき方と交わり方、文字の
中心、文字の形）を確かめ
ることができる。

○１年生で学習した漢字の
終筆（「とめ」「はね」
「はらい」）や送筆（「お
れ」「まがり」「そり」）
などの書き方を確かめるこ
とができる。

○１年生で学習した字形の
整え方や書き順などを確か
めることができる。

学しゅうの まとめ

【ひらがなの ひょ
う・かたかなの ひょ
う】

35・36

適時

２・
３月
（３時
間）

２

1

適時
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